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1.  平成26年2月期第1四半期の連結業績（平成25年3月1日～平成25年5月31日） 

（注）平成26年２月期第１四半期より四半期連結財務諸表を作成しているため、平成25年2月期第１四半期の数値及び対前年同四半期増減率については記載
しておりません。 

(2) 連結財政状態 

  

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

営業収益 営業利益 経常利益 四半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

26年2月期第1四半期 49,611 ― 460 ― 457 ― 303 ―
25年2月期第1四半期 ― ― ― ― ― ― ― ―

（注）包括利益 26年2月期第1四半期 359百万円 （―％） 25年2月期第1四半期 ―百万円 （―％）

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後1株当たり四半期

純利益
円 銭 円 銭

26年2月期第1四半期 17.08 17.06
25年2月期第1四半期 ― ―

総資産 純資産 自己資本比率
百万円 百万円 ％

26年2月期第1四半期 67,433 40,051 59.0
25年2月期 59,905 39,716 65.9
（参考） 自己資本   26年2月期第1四半期  39,800百万円 25年2月期  39,467百万円

2.  配当の状況 

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無  ：  無   

年間配当金
第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

25年2月期 ― 0.00 ― 36.00 36.00
26年2月期 ―
26年2月期（予想） 0.00 ― 36.00 36.00

3. 平成26年 2月期の連結業績予想（平成25年 3月 1日～平成26年 2月28日）  
（％表示は、通期は対前期、四半期は対前年同四半期増減率）

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無  ：  無  
平成25年２月期より連結財務諸表を作成しているため、第２四半期（累計）の対前年同四半期増減率については記載しておりません。 

営業収益 営業利益 経常利益 当期純利益
1株当たり当期

純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

第2四半期(累計) 103,830 ― 1,450 ― 1,410 ― 670 ― 37.71
通期 212,390 26.6 3,800 7.6 3,710 2.0 1,600 1.9 90.06



(1) 当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動）  ：  無  

(2) 四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用  ：  無  

(3) 会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示 

(4) 発行済株式数（普通株式） 

※四半期レビュー手続の実施状況に関する表示 
この四半期決算短信は、金融商品取引法に基づく四半期レビュー手続の対象外でありますが、この四半期決算短信の開示時点において、金融商品取引法に基
づく四半期財務諸表のレビュー手続は終了しておりません。 

※業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 
本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断する一定の前提に基づいており、実際の
業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提となる条件及び業績予想のご利用にあたっての注意事項については、四半期決算
短信(添付資料)３ページ「1．当四半期決算に関する定性的情報 (3)連結業績予想に関する定性的情報」をご覧ください。なお、平成25年２月期第１四半期は四半
期連結財務諸表を作成しておりません。 

※  注記事項

新規 ―社 （社名） 、 除外 ―社 （社名）

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更   ：  無
② ①以外の会計方針の変更   ：  無
③ 会計上の見積りの変更   ：  無
④ 修正再表示   ：  無

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 26年2月期1Q 17,883,300 株 25年2月期 17,494,500 株
② 期末自己株式数 26年2月期1Q 118,278 株 25年2月期 118,078 株
③ 期中平均株式数（四半期累計） 26年2月期1Q 17,765,108 株 25年2月期1Q 17,365,488 株
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（１）連結経営成績に関する定性的情報 

当第１四半期連結累計期間におけるわが国経済は、昨年12月末に発足した新政権による積極的な経済政策や金融

緩和措置による期待感から、円安や株価が上昇に転じるなど、一部では明るい兆しが見られたものの、海外経済の

下振れ懸念などもあり、依然として先行き不透明な状況が続いております。食品スーパーマーケット業界におきま

しても、お客さまの節約・低価格志向の定着とともに、中食需要の高まり等も加わり、業種・業態を越えての競争

は一層激しさを増しており、経営環境は引き続き厳しい状況が続いております。 

このような中、当社グループは、お客さまの豊かな食生活の実現に貢献すると同時に、常に成長し続ける企業を

目指し、2013年３月１日をもってイオンキミサワ株式会社と合併いたしました。両社の強みを生かしつつ、地域に

密着した店舗を作り上げるとともに成長性と収益性を兼ね備えた企業構築に向け、当連結会計年度のスローガンに

「『融和』そして『変革』 創り上げよう！新生マックスバリュ東海 お客さまと従業員に愛される店づくり」を

掲げております。そのスローガンの下、経営統合の早期軌道化と事業の再構築、統合シナジーの創出による事業基

盤の強化に取り組んでおります。 

（国内事業） 

店舗展開におきましては、イオンキミサワ株式会社との経営統合により23店舗が増加したことに加え、４月には

イオンエブリ株式会社からの店舗譲受けによりマックスバリュエクスプレス厚木下荻野店他２店舗を開店しまし

た。また、同月に新設店舗としてマックスバリュプライム マークイズ静岡店（静岡市葵区）を開設するととも

に、５月には旧マックスバリュ店舗を業態転換したザ・ビッグ甲府長松寺店（山梨県甲府市）を開店しました。こ

れらにより、国内事業における店舗数は、ザ・ビッグ11店舗を含めて128店舗となりました。 

販売面におきましては、お客さまの中食需要や簡単・便利な食材への要望の高まりに対応すべく、調理済や半調

理商品の品揃えの充実に努めるとともに、売場での商品展開の見直しやクリンリネスを目的とした、店舗の改装を

計14店舗で実施しました。また、イオンキミサワ株式会社との統合シナジーの実現に向け、重複する物流センター

の統廃合や商品調達・本部機能の一体化を進めるとともに、販促展開の共通化などによる経費削減にも取り組んで

おります。 

（中国事業） 

中国広東省広州市において、2013年１月12日、海外１号店となるマックスバリュ太陽新天地店を開設いたしまし

た。今後の多店舗化に向けたビジネスモデル店舗としての位置付けの下、当店の早期軌道化に取り組んでおりま

す。  

これらの結果、当第１四半期連結累計期間の業績は、営業収益496億11百万円、営業利益４億60百万円、経常利

益４億57百万円、四半期純利益３億３百万円となりました。なお、当第1四半期連結累計期間より四半期連結財務

諸表を作成しているため、前年同四半期との比較分析は行なっておりません。 

(ご参考)  

個別経営成績                           （％表示は、対前年同四半期増減率） 

  

（２）連結財政状態に関する定性的情報   

① 資産  

当第１四半期連結会計期間末の総資産は、前連結会計年度末に比し75億28百万円増加し、674億33百万円にな

りました。これは、合併による固定資産43億38百万円の受入れや、店舗数増加などに伴い商品が８億46百万円増

加したことのほか、関係会社預け金が11億円増加したことなどによるものであります。 

② 負債  

当第１四半期連結会計期間末の負債合計は、前連結会計年度末に比し71億93百万円増加し、273億82百万円に

なりました。これは、合併による固定負債14億53百万円の引受けや、店舗数増加などに伴い買掛金が29億94百万

円増加したことのほか、賞与引当金が６億36百万円増加したことなどによるものであります。 

③ 純資産  

当第１四半期連結会計期間末の純資産は、前連結会計年度末に比し３億35百万円増加し、400億51百万円にな

りました。これは、合併による資本金の増加１億円及び資本剰余金の増加４億89百万円、四半期純利益の計上３

億３百万円、剰余金の配当６億25百万円などによるものであります。  

   

   

１．当四半期決算に関する定性的情報

  営業収益 営業利益 経常利益 四半期純利益 

  百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2014年２月期第１四半期 49,463 21.0 576 8.6 573 8.8 396 55.0

2013年２月期第１四半期 40,882 0.3 530 △57.0 527 △57.0 255 △32.3
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（３）連結業績予想に関する定性的情報 

2014年２月期の第２四半期累計期間及び通期の業績予想につきましては、2013年４月９日に公表しました業績

予想を修正しておりません。 

  

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動 

該当事項はありません。   

   

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 

該当事項はありません。   

   

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示 

該当事項はありません。   

   

２．サマリー情報（注記事項）に関する事項
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３．四半期連結財務諸表 
（１）四半期連結貸借対照表 

（単位：千円）

前連結会計年度 
(2013年２月28日) 

当第１四半期連結会計期間 
(2013年５月31日) 

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 6,375,450 5,802,106

売掛金 44,929 78,619

商品 3,181,255 4,027,362

繰延税金資産 475,043 776,122

関係会社預け金 2,500,000 3,600,000

その他 3,773,171 3,989,895

流動資産合計 16,349,850 18,274,106

固定資産   

有形固定資産   

建物（純額） 17,936,436 19,086,979

土地 10,876,184 12,562,738

その他（純額） 5,352,277 6,170,071

有形固定資産合計 34,164,899 37,819,789

無形固定資産   

のれん 1,261,233 1,221,471

その他 233,401 280,059

無形固定資産合計 1,494,635 1,501,530

投資その他の資産   

差入保証金 3,584,938 4,953,738

繰延税金資産 3,089,675 3,374,659

その他 1,269,652 1,557,955

貸倒引当金 △47,938 △47,938

投資その他の資産合計 7,896,328 9,838,415

固定資産合計 43,555,862 49,159,735

資産合計 59,905,713 67,433,842

負債の部   

流動負債   

買掛金 9,640,065 12,634,827

1年内返済予定の長期借入金 － 258,796

未払法人税等 91,722 201,690

賞与引当金 470,327 1,106,345

役員業績報酬引当金 10,097 400

店舗閉鎖損失引当金 6,688 6,688

その他 3,304,902 5,244,170

流動負債合計 13,523,803 19,452,918

固定負債   

長期借入金 － 594,377

退職給付引当金 4,054,589 4,107,458

商品券回収損失引当金 18,848 14,606

資産除去債務 1,226,442 1,321,348

その他 1,365,843 1,891,844

固定負債合計 6,665,723 7,929,634

負債合計 20,189,526 27,382,553
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（単位：千円）

前連結会計年度 
(2013年２月28日) 

当第１四半期連結会計期間 
(2013年５月31日) 

純資産の部   

株主資本   

資本金 2,167,850 2,267,850

資本剰余金 2,893,374 3,382,389

利益剰余金 34,470,988 34,148,863

自己株式 △138,728 △138,986

株主資本合計 39,393,484 39,660,115

その他の包括利益累計額   

その他有価証券評価差額金 73,766 88,562

為替換算調整勘定 － 51,501

その他の包括利益累計額合計 73,766 140,063

新株予約権 20,136 32,619

少数株主持分 228,800 218,489

純資産合計 39,716,186 40,051,289

負債純資産合計 59,905,713 67,433,842
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書 
（四半期連結損益計算書） 
（第１四半期連結累計期間） 

（単位：千円）

当第１四半期連結累計期間 
(自 2013年３月１日 
 至 2013年５月31日) 

売上高 48,749,993

売上原価 36,718,614

売上総利益 12,031,378

その他の営業収入 861,749

営業総利益 12,893,128

販売費及び一般管理費 12,432,901

営業利益 460,226

営業外収益  

受取利息 8,381

還付加算金 9,177

雑収入 11,569

営業外収益合計 29,128

営業外費用  

支払利息 18,173

雑損失 13,507

営業外費用合計 31,680

経常利益 457,674

特別損失  

固定資産除却損 44,918

中途解約金 146,978

その他 29,619

特別損失合計 221,515

税金等調整前四半期純利益 236,159

法人税、住民税及び事業税 146,992

法人税等調整額 △191,073

法人税等合計 △44,081

少数株主損益調整前四半期純利益 280,240

少数株主損失（△） △23,185

四半期純利益 303,425
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（四半期連結包括利益計算書） 
（第１四半期連結累計期間） 

（単位：千円）

当第１四半期連結累計期間 
(自 2013年３月１日 
 至 2013年５月31日) 

少数株主損益調整前四半期純利益 280,240

その他の包括利益  

その他有価証券評価差額金 14,796

為替換算調整勘定 64,376

その他の包括利益合計 79,173

四半期包括利益 359,413

（内訳）  

親会社株主に係る四半期包括利益 369,723

少数株主に係る四半期包括利益 △10,310
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該当事項はありません。 

   

   

当社は、2013年３月１日付けにて、当社を存続会社、イオンキミサワ株式会社を消滅会社とする吸収合併をいた

しました。この結果、当第１四半期連結会計期間において資本金が100,000千円、資本剰余金が489,014千円増加

し、当第１四半期連結会計期間末において資本金が2,267,850千円、資本剰余金が3,382,389千円となっておりま

す。 

   

   

（３）継続企業の前提に関する注記

（４）株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記
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